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伝
統
を
誇
る
「
高
き
教
養
と

人
格
の
確
立
」
を
目
指
し
た
教
育

北
星
学
園
大
学
の
歴
史
は
１
８
８
７
（
明
治

20
）
年
、
米
国
の
女
性
宣
教
師
サ
ラ
・

Ｃ
・
ス
ミ
ス
が
創
設
し
た
「
ス
ミ
ス
女
学

校
」
に
遡
り
ま
す
。
北
海
道
に
お
け
る
女
子
教
育
の
先

駆
け
と
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
精
神
に
基
づ
く
人
格
教
育

を
実
践
し
た
姿
勢
は
教
育
界
に
新
風
を
も
た
ら
し
ま
し

た
。
新
渡
戸
稲
造
ら
札
幌
農
学
校
（
現
北
海
道
大
学
）

の
教
員
も
そ
の
理
念
に
共
鳴
し
、
出
講
な
ど
を
通
じ
て

教
育
活
動
を
支
援
。
後
に
「
北
星
女
学
校
」
と
改
称
し
、

１
９
６
２
年
に
は
男
女
共
学
の
４
年
制
大
学
と
し
て
北

星
学
園
大
学
が
開
学
し
ま
し
た
。
現
在
は
文
学
部
、
経

済
学
部
、
社
会
福
祉
学
部
、
国
際
学
部
、
大
学
院
に
約

３
５
０
０
人
が
学
ぶ
総
合
大
学
へ
と
発
展
し
て
い
ま
す
。

「
こ
と
ば
」
を
重
視
し
、
洞
察
力
・

論
証
力
・
発
信
力
を
磨
く
『
文
学
部
』

１
９
６
２
年
の
大
学
開
学
以
来
の
伝
統
を
持

つ
「
英
文
学
科
」
で
は
、
文
化
的
知
識
に

裏
打
ち
さ
れ
た
高
度
な
英
語
運
用
能
力
と
、

国
際
社
会
で
求
め
ら
れ
る
見
識
・
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
備
え
た
人
材
を
育
成
し
ま
す
。
ネ

イ
テ
ィ
ブ
教
員
に
よ
る
徹
底
し
た
英
語
教
育
に
加
え
、

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
取
り
入
れ
た
少
人
数
教

育
を
各
学
年
で
展
開
。
さ
ら
に
、
教
員
養
成
の
た
め
の

特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
整
備
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、「
心
理
・
応
用
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
」

で
は
、
人
の
心
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
仕
組
み
を

学
び
、
地
域
社
会
や
国
際
社
会
で
生
か
せ
る
実
践
力
を

養
い
ま
す
。
心
理
学
を
科
学
的
に
探
究
す
る
科
目
と
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
応
用
力
を
育
む
科
目
を
体
系

的
に
配
置
。
加
え
て
、
海
外
留
学
や
現
場
体
験
な
ど
を

柔
軟
に
組
み
合
わ
せ
ら
れ
る
フ
ル
フ
レ
ッ
ク
ス
制
度
に

よ
り
、
主
体
的
な
学
び
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

見
識
豊
か
な
産
業
人
、
社
会
人
を

目
指
す
『
経
済
学
部
』
の
学
び

 「
経

済
学
科
」
で
は
、
激
変
す
る
現
代
社
会

の
状
況
に
対
応
し
な
が
ら
、
職
業
生
活

や
社
会
生
活
の
各
領
域
に
お
い
て
活
躍

す
る
こ
と
が
で
き
る
高
い
見
識
を
備
え
た
ジ
ェ
ネ
ラ
リ

ス
ト
を
育
成
し
ま
す
。
専
門
科
目
の
体
系
は
、
講
義
・

演
習
・
実
習
の
み
な
ら
ず
、「
デ
ィ
ベ
ー
ト
」
へ
の
参

加
な
ど
を
通
じ
て
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
促
進

し
、
国
内
外
で
幅
広
く
学
ぶ
機
会
も
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
「
経
営
情
報
学
科
」
で
は
、
経
営
、
情
報
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
会
計
の
専
門
的
な
知
識
や
技
能
を

駆
使
し
、
企
業
経
営
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
自
ら
の
ア

イ
デ
ア
を
具
現
化
す
る
こ
と
で
、
豊
か
な
社
会
の
創
造

に
寄
与
で
き
る
人
材
を
育
成
し
ま
す
。

　

講
義
形
式
だ
け
で
な
く
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン

グ
や
産
学
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
取
り
入
れ
た
少
人
数

教
育
科
目
を
各
学
年
で
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
「
経
済
法
学
科
」
で
は
、
社
会
・
経
済
活
動

に
お
い
て
不
可
欠
と
さ
れ
る
、
経
済
や
法
律
に
か
か
わ

る
幅
広
く
実
践
的
な
能
力
と
職
業
上
の
倫
理
観
を
形
成

し
、
経
済
や
法
律
の
知
識
を
ベ
ー
ス
に
、
実
社
会
で
活

躍
で
き
る
人
材
を
育
成
し
ま
す
。
基
礎
力
を
養
成
す
る

少
人
数
の
〝
塾
〞
と
学
科
基
礎
科
目
を
通
じ
学
修
の
土

台
を
固
め
る
こ
と
か
ら
始
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
知
的
関
心

と
将
来
の
志
望
を
踏
ま
え
て
、
よ
り
専
門
性
の
高
い
学

科
専
門
科
目
を
学
修
し
ま
す
。

専
門
的
・
学
際
的
な
視
点
か
ら
、
人
間
や

社
会
を
探
求
す
る
『
社
会
福
祉
学
部
』

社
会
福
祉
士
の
合
格
者
数
が
24
年
連
続
で
北

海
道
第
１
位
を
誇
る
な
ど
、
社
会
福
祉
学

の
教
育
・
研
究
に
お
け
る
伝
統
と
実
績
は

「
北
星
の
福
祉
」
を
支
え
る
基
盤
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
社
会
福
祉
学
科
」
で
は
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
領

域
」「
地
域
デ
ザ
イ
ン
・
政
策
領
域
」「
教
育
臨
床
領

域
」
の
３
領
域
の
も
と
、
理
論
・
政
策
・
実
践
の
連
関

を
踏
ま
え
、
個
人
・
家
族
へ
の
支
援
（
ミ
ク
ロ
）
か
ら

地
域
づ
く
り
（
メ
ゾ
）、
そ
し
て
社
会
お
よ
び
グ
ロ
ー

バ
ル
な
諸
課
題
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
（
マ
ク
ロ
）
に
つ
い

て
探
求
し
、「
人
と
社
会
のw

ell-being

の
向
上
・
実

現
」
に
資
す
る
人
材
を
育
成
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
心
理
学
科
」
は
個
人
の
心
理
か
ら
集
団
心

理
ま
で
、
心
に
関
す
る
理
論
と
実
践
を
幅
広
く
学
ぶ
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
展
開
。「
心
の
科
学
コ
ー
ス
」
で
は
科

学
的
な
基
礎
心
理
学
を
学
ぶ
た
め
の
科
目
を
、「
心
理

臨
床
コ
ー
ス
」
で
は
対
人
援
助
実
践
の
た
め
の
心
理
学

的
知
識
や
技
能
を
学
ぶ
科
目
を
そ
れ
ぞ
れ
配
置
。
心
理

の
専
門
家
や
特
別
支
援
学
校
は
も
ち
ろ
ん
、
一
般
企
業

や
公
的
機
関
に
お
い
て
も
高
い
調
査
・
分
析
能
力
を
備

え
た
人
材
を
育
成
し
ま
す
。

26
年
に
『
国
際
学
部
』
新
設

27
年
に
は
『
情
報
科
学
部
』
を
新
設

全
学
科
で
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
展
開
へ

２
０
２
６
年
度
に
「
国
際
学
部
グ
ロ
ー
バ

ル
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
学
科
」
を
新
設
。

国
際
的
な
視
野
を
持
っ
て
、
社
会
に
貢
献

す
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
せ
る
人
材
を
育
て
ま

す
。「
経
済
・
経
営
」「
人
文
・
国
際
」
分
野
を
融
合
さ

せ
た
学
際
的
な
学
び
を
通
し
て
、
国
際
社
会
で
行
動
す

る
た
め
の
多
角
的
な
視
野
と
実
践
力
を
養
う
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
が
特
長
で
す
。
ま
た
、
英
語
を
ツ
ー
ル
と
し
て
活

用
し
な
が
ら
、
多
様
な
国
際
経
験
を
積
み
、
課
題
解
決

型
の
Ｐ
Ｂ
Ｌ
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
学
習
）
を
通
し
て
、

あ
ら
ゆ
る
社
会
に
変
革
を
も
た
ら
す
提
案
力
を
身
に
つ

け
て
い
き
ま
す
。
Ｐ
Ｂ
Ｌ
は
す
で
に
既
設
学
科
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
や
ゼ
ミ
活
動
に
も
多
く
取
り
入
れ
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
同
学
部
で
も
新
た
に
国
内
外
の
連
携
先
を
開

拓
し
、
積
極
的
に
導
入
し
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
27
年
４
月
に
は
情
報
科
学
部
情
報
科
学
科

を
新
設
し
ま
す
。
社
会
を
よ
り
良
く
す
る
先
端
技
術
を

身
に
つ
け
る
た
め
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
に
専
門
性
を

深
め
る
３
つ
の
系
（「
社
会
・
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
系
」

「
人
間
・
情
報
シ
ス
テ
ム
系
」「
デ
ー
タ
活
用
・
Ａ
Ｉ
応

用
系
」）
を
設
置
。
情
報
科
学
に
関
す
る
、
確
か
な
知

識
と
高
度
な
技
術
を
学
び
ま
す
。

　

ま
た
、
２
０
２
７
年
に
は
全
学
科
で
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
展
開
す
る
な
ど
、
今
後
も
伝
統
や
文
化
を
重
視
し
つ

つ
「
未
来
の
学
生
の
た
め
」
に
改
革
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

開
学
以
来
、「
国
際
性
」
を
掲
げ
る

多
文
化
共
生
型
の
キ
ャ
ン
パ
ス

多
く
の
留
学
生
が
学
ぶ
北
星
学
園
大
学
で
は
、

北
海
道
私
大
の
国
際
交
流
の
先
駆
者
と
し

て
、
海
外
協
定
校
で
あ
る
ア
ジ
ア
、
北
米
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
11
の
国
・
地
域
の
19
大
学
へ
の
交
換
留

学
制
度
や
、
短
期
の
海
外
研
修
な
ど
多
彩
な
留
学
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
展
開
。
こ
れ
ま
で
の
派
遣
・
受
入
学
生
数
は

２
０
０
０
人
以
上
に
の
ぼ
り
ま
す
。
留
学
生
と
と
も
に

学
ぶ
「
国
際
交
流
関
係
科
目
」
を
設
置
し
て
い
る
ほ
か
、

グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
推
進
の
拠
点
で
あ
る
「
国
際
ラ
ウ
ン

ジ
」
で
は
、
学
生
の
異
文
化
理
解
を
促
進
す
る
多
言
語
、

多
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
多
彩
に
提
供
し
て
い
ま
す
。

１
年
次
か
ら
段
階
的
に
取
り
組
む

「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

キ
ャ
リ
ア
を
教
育
の
一
環
に
考
え
る
北
星
学
園

大
学
で
は
、
水
曜
日
の
３
講
目
を
一
切
の
授

業
を
入
れ
な
い
空
き
コ
マ
と
し
、
全
学
生
が

無
理
な
く
キ
ャ
リ
ア
支
援
講
座
を
受
講
で
き
る
こ
と
が

大
き
な
特
徴
で
す
。
就
職
支
援
は
、
１
年
次
か
ら
履
修

可
能
な
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
科
目
」
に
加
え
、
３
年
次
の

「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
は
、
自
己
分
析

か
ら
企
業
訪
問
ま
で
幅
広
い
講
座
が
段
階
的
に
組
ま
れ

て
い
ま
す
。
卒
業
生
の
就
職
率
は
、
26
年
３
月
卒
96
・

８
％
と
優
れ
た
実
績
に
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。

創立者 サラ・C・スミス
　北星学園の創
立者、サラ・C・
スミスは故郷
ニューヨークの
教会から派遣さ
れ、東京の女学
校で教職につい
た。
　体調を崩し、療養の場とした北海道
で1886（明治19）年、尋常師範学
校の外国人教師に採用。「北海道の女
子教育のために、キリスト教に根ざし
た学校づくりをしてほしい」という大
島正健ら札幌農学校の1・2期生の奨
めもあり、札幌に女学校開校を決意。
その熱意は、北海道庁長官の岩村通俊
に認められ、「札幌長老派伝道協会寄
宿女学校」を開設した。
　1889（明治22）年、女学校の認
可を得て「スミス女学校」となり、
1894（明治27)年、「北星女学校」
と改名。スミスは、1931（昭和６）
年に帰米するまでの50年、自らの全
てを捧げ教育に取り組んだ。

北星学園大学
〒004-8631　北海道札幌市厚別区大谷地西2-3-1
TEL 011-891-2731（代表）
https://www.hokusei.ac.jp/

札幌で育む、豊かな教養と国際的視野。
「世にあって星のように輝く」
北海道屈指の文系総合大学

Hokusei Gakuen University

北星学園大学

　北星学園の起源は1887年、アメリカの女性宣教師サラ・C・スミスに
よって設立された「スミス女学校」にまで遡ります。以来、その教育姿勢は、
新渡戸稲造ら多くの共鳴者を得、1962年に北星学園大学が開学。創立時か
ら一貫して「キリスト教による人格教育」を継承し、「人間性」「社会性」「国
際性」を備えた数多くの卒業生が国内外で活躍しています。
　キャンパスには留学生が世界中から集まり、「国際ラウンジ」で多彩な異文
化交流イベントを開催。2026年4月に国際学部グローバル・イノベーショ
ン学科が新設。27年4月には情報科学部情報科学科を新設し、5学部9学科、
3研究科を包摂する文系総合大学として、さらなる発展を続けます。

大学HP

SU
MMARY

世界中から学生が集う多文化共生型キャンパスPICK UP

07 06

札幌市営地下鉄「大谷地駅」徒歩5分に立地。豊かな緑に囲まれた開放感ある
自然環境と都市機能が調和したキャンパス

■交換留学制度
　全学生を対象にした交換留学制度を
設け、毎年約20名がアメリカ、カナダ、
ヨーロッパ、アジアの協定校へ留学。
授業料免除や留学費用補助、単位認定
制度などを整え、4年間での卒業も可能。
提携校からは毎年約50名の留学生を受
け入れており、累計交換留学生数は約
2,000名。短期海外研修にも年間約100
名が参加している。
■ダブルディグリー制度
　協定校で1年間学び、北星学園大学と
留学先大学の2つの学位取得を目指す制
度。海外大学院への進学や国際的な
キャリア形成を志す学生に人気があり、
現在はイギリスの University of Central 
Lancashire との協定により、「Bachelor 
of Arts（文学士）」の学位取得が可能。
■国際ラウンジ
　留学生と在学生が交流する「国際ラ
ウンジ」では、異文化理解や語学力向
上を目的とした多彩なプログラムを実
施。留学生による文化紹介や留学体験
報告会などを通じて交流を深めること
ができ、日常的に国際感覚を養える環
境となっている。
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